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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.156 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
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本
日
は
、
社
員
総
会
に
当
た
り
、
大
変
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
御
来
賓
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
何
か
と
お
忙
し
い
こ
の
時
期
に
、
全

道
各
地
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
交
通
安
全
運
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
本
委
員
会
は
、
平
成
23
年
３
月
１
日
「
公
益
社
団
法
人
北
海
道

交
通
安
全
推
進
委
員
会
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
発
展
的
に

再
出
発
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
２
月
16
日
に
は
、
本
委
員
会
が
昭
和
37
年
に
交
通
安
全
道
民
運
動
推

進
委
員
会
と
し
て
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
50
年
の
節
目
を
迎
え
、
昨
年
の
総
会
に
お
い

て
、
功
労
者
等
の
表
彰
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
交
通

事
故
の
な
い
平
和
で
明
る
い
郷
土
北
海
道
を
築
く
た
め
、
会
員
で
あ
る
道
内
市
町
村

や
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
方
と
更
に
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
公
益
社
団
法
人
と

し
て
名
実
と
も
に
充
実
し
た
住
民
運
動
推
進
団
体
と
し
て
、
交
通
安
全
運
動
を
積
極

的
に
展
開
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
24
年
の
北
海
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
８
８
９
人
に
達
し
た
昭

和
46
年
の
４
分
の
１
ま
で
減
少
し
た
と
は
い
え
、
未
だ
に
２
０
０
人
も
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
の
約
半
数
を
占
め
る
、
高

齢
者
の
事
故
防
止
対
策
や
、
全
国
の
交
通
事
故
全
体
の
約
２
割
を
占
め
る
自
転
車
事

故
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
に
お
い
て
も
適
切
に
対
応
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件

で
も
減
ら
す
よ
う
一
層
努
め
て
参
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
交
通
安
全
総

合
対
策
本
部
が
策
定
し
た
推
進
方
針
に
基
づ
き
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
〜
め

ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
高
齢
者
事
故
防
止
」、
や
「
自

転
車
走
行
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」
等
の
、
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

重
点
と
し
て
、
道
や
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
創
意

と
工
夫
を
凝
ら
し
効
果
的
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
新
規
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
不
幸
に
し
て

保
護
者
を
亡
く
し
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
保
護
者
を
持
つ
中
学
生
や
高

校
生
及
び
専
修
学
校
生
等
の
奨
学
生
に
対
し
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
状
況
に

鑑
み
、
10
年
以
上
長
期
間
に
わ
た
り
返
還
を
続
け
、
７
割
ま
で
返
還
し
た
と
き
に
、

残
り
３
割
に
つ
い
て
は
、
給
付
と
い
う
形
で
、
返
還
を
完
了
す
る
こ
と
と
し
た
、「
給

付
金
付
き
特
例
奨
学
金
制
度
」
を
立
ち
上
げ
、
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ
る
交
通
遺
児

等
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
委
員
会
と

し
て
は
、
修
学
意
欲
の
あ
る
交
通
遺
児
等
の
皆
さ
ん
が
、
経
済
的
理
由
で
そ
の
道
が

閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
支
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
り
に
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
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平
成
25
年
度
定
時
社
員
総
会
が
６
月
６
日
、

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊
い
命

を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

南
山
会
長
の
挨
拶
の
後
、
山
谷
吉
宏
道
副
知

事
、
包
國
嘉
介
道
議
会
環
境
生
活
委
員
長
、
堀

内
巖
道
警
本
部
交
通
部
総
括
参
事
官
に
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
御
来
賓
の
戸
沢
孝
一
道

教
育
委
員
会
教
育
次
長
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
、
渡
邉
修
北
海
道
交
通
安
全
指
導
員
連

絡
協
議
会
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、
特
例
奨
学

金
（
給
付
金
付
き
）
制
度
の
導
入
、
平
成
25
年

度
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
の
報
告
が
あ

り
、
続
い
て
平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
、
監
査
報
告
の
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

毎月 15 日は「道民交通安全の日」

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会 

平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

平
成
24
年
の
交
通
安
全
運
動
は
、
市
町
村
を

は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
等
が
緊
密
に
連
携
し
、

「
高
齢
者
事
故
防
止
」、「
自
転
車
走
行
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」、「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席

着
用
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、「
飲
酒
運
転
根

絶
」、「
居
眠
り
運
転
防
止
」
及
び
「
デ
イ
・
ラ

イ
ト
実
践
」
の
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
軸
と
し
た
通
年
運
動
や
４
期
40
日
の
期
別

運
動
、
交
通
安
全
の
日
の
運
動
、
特
別
対
策
な

ど
を
推
進
し
て
、
道
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
事
故
死
者
は
、
前
年
の

１
９
０
人
よ
り
10
人
多
い
２
０
０
人
で
、
統
計

上
の
最
多
で
あ
っ
た
昭
和
46
年
の
８
８
９
人
の

４
分
の
１
以
下
ま
で
減
少
し
、
10
年
連
続
で

「
都
道
府
県
別
交
通
事
故
死
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
」
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、「
死
者
数
の
５
年
連
続
減
少
」
と
は

な
ら
ず
、
依
然
と
し
て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

交
通
事
故
死
者
の
約
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る

現
状
や
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
死
傷
者
が
全

体
の
１
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
道
の

近
年
の
交
通
事
故
の
要
因
の
分
析
や
発
生
実
態

を
検
証
し
、
各
種
の
交
通
安
全
運
動
を
道
民
総

ぐ
る
み
で
展
開
す
る
ほ
か
、
平
成
23
年
７
月
に

策
定
さ
れ
た
「
第
９
次
北
海
道
交
通
安
全
計
画

（
平
成
23
年
〜
平
成
27
年
）」
に
掲
げ
ら
れ
た

「
死
者
数
１
７
５
人
以
下
」、「
死
傷
者
数
の
確

実
な
減
少
」
を
目
標
に
掲
げ
、「
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
社
会
」
を
目
指
し
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
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平成2４年度決算
貸借対照表の要旨（平成25年３月31日現在）� （単位：円）

資産の部 負債及び正味財産の部
流 　 動 　 資 　 産 1 0 , 4 6 5 , 4 6 4 流 　 動 　 負 　 債 2 , 1 5 7 , 5 7 6
固 　 定 　 資 　 産 3 9 7 , 7 3 3 , 0 4 4 固 　 定 　 負 　 債 9 , 7 9 1 , 0 2 4
　（特 　 定 　 資 　 産） （ 3 4 2 , 1 3 6 , 1 4 1 ） 負 　 債 　 合 　 計 1 1 , 9 4 8 , 6 0 0
　（そ の 他 固 定 資 産） （ 5 5 , 5 9 6 , 9 0 3 ） 指 定 正 味 財 産 3 3 1 , 1 5 2 , 8 4 5

　（うち基本財産への充当額） （ 0 ）
　（うち特定資産への充当額） （ 3 3 1 , 1 5 2 , 8 4 5 ）
一 般 正 味 財 産 6 5 , 0 9 7 , 0 6 3
　（うち基本財産への充当額） （ 0 ）
　（うち特定資産への充当額） （ 1 , 1 9 2 , 2 7 2 ）
正 味 財 産 合 計 3 9 6 , 2 4 9 , 9 0 8

合　　　計 4 0 8 , 1 9 8 , 5 0 8 合　　　計 4 0 8 , 1 9 8 , 5 0 8
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平
成
25
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北
海
道
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通
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会

会
長
表
彰
及
び
通
常
総
会

５
月
21
日
、
札
幌
市
の

第
二
道
通
ビ
ル
で
北
海
道

交
通
安
全
母
の
会
通
常
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
永
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
運
動

の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
交
通
安
全
母
の
会
会

員
21
名
（
当
日
出
席
11
名
）
に
田
西
喜
代
会
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
の
挨
拶
の
後
、
道
環
境
生
活

部
く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課
吉
泉
丞
交
通
安

全
対
策
担
当
課
長
、
道
警
察
本
部
交
通
部
交
通

企
画
課
高
瀬
裕
調
査
官
、
道
推
進
委
員
会
中
村

照
男
筆
頭
副
会
長
か
ら
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
業
計
画
・
予
算
等
５
議
案
が

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
北
海
道
交
通
安
全
指
導
員

連
絡
協
議
会
会
長
表
彰
及
び
通
常
総
会

５
月
23
日
、
留
萌
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
北
海
道
交
通

安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会

通
常
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
永
年

交
通
安
全
活
動
を
行
い
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
交
通
安
全
指
導
員
及
び

多
年
に
わ
た
り
道
協
議
会
の
運
営
等
に
功
績
が

あ
り
退
任
し
た
役
員
に
、
渡
邉
修
会
長
か
ら
表

彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
後
、会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、議
事
で
は
、３

報
告
２
議
案
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

スマホ手に　車や自転車　事故のもと

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
25
年
度
事
業
計
画（
概
要
）

Ⅰ　

事
業
計
画
の
概
要

平
成
25
年
の
交
通
安
全
運
動
は
、北
海
道
交

通
安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た「
平
成
25

年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
推
進
方
針
」で
、

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

〜
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」の
も
と

に
、通
年
運
動
の「
高
齢
者
事
故
防
止
」や「
自

転
車
走
行
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」な
ど
の
７

大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
き
続
き
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、４
期
40
日
の
期
別
運
動
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
取
組
み
を
、道
や
市
町
村
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果
的
な
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

道
民
の
善
意
で
支
え
ら
れ
て
い
る
交
通
遺
児

育
英
事
業
に
つ
い
て
は
、資
金
の
効
果
的
な
運

用
を
図
り
な
が
ら
、遺
児
の
勉
学
に
必
要
な
資

金
の
無
利
子
貸
付
を
行
う
ほ
か
、遺
児
を
取
り

巻
く
昨
今
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
状
況
に
鑑
み
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、給
付
金
付
き
特
例

奨
学
金
制
度
を
導
入
し
、交
通
遺
児
の
皆
さ
ん

の
修
学
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
計
画

第
１　

自
主
交
通
安
全
推
進
事
業

�

（
公
益
目
的
事
業
１
）

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

（
１
）交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

（
２
）�交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

２　

調
査
・
研
究
事
業

（
１
）交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

（
２
）交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

３　

広
報
事
業

（
１
）交
通
安
全
総
決
起
大
会
の
開
催

（
２
）新
聞
紙
面
を
活
用
し
た
広
報
活
動

（
３
）ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
広
報
事
業

（
４
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
５
）交
通
安
全
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
啓
発

４　

表
彰
事
業（
交
通
安
全
の
顕
彰
）

（
１
）ゼ
ロ
運
動
顕
彰

（
２
）指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

（
３
）母
の
会
会
員
表
彰

（
４
）一
般
表
彰

（
５
）業
務
貢
献
表
彰

第
２　

交
通
安
全
活
動
支
援
事
業

�

（
公
益
目
的
事
業
２
）

１　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

（
１
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
２
）デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
推
進
事
業

（
３
）�自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業
・

交
差
点
の
交
通
事
故
防
止
事
業

（
４
）期
別
運
動

（
５
）交
通
安
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

（
６
）交
通
安
全
啓
発
活
動
事
業

（
７
）幼
児
の
事
故
防
止
事
業

２　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

３　

交
通
安
全
運
動
の
展
開

�

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
事
業
）

（
１
）シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

（
２
）ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

（
３
）飲
酒
運
転
根
絶
運
動

（
４
）居
眠
り
運
転
防
止

（
５
）交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

（
６
）特
別
対
策

第
３　

交
通
遺
児
育
英
事
業

�

（
公
益
目
的
事
業
３
）

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

（
１
）資
金
造
成
事
業

（
２
）奨
学
金
募
集
等
事
業

（
３
）広
報
啓
発
活
動
事
業

（
４
）称
賛
事
業

（
５
）奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

２　

‌�

特
例
奨
学
金（
給
付
金
付
き
）制
度
の

導
入（
25
・
４
・
１
）

（
１
）�貸
付
を
受
け
た
奨
学
金
の
70
％
返

還
時
、残
り
30
％
を
本
委
員
会
か

ら
給
付
し
返
還
を
完
了
す
る
。

（
２
）�返
還
期
間
は
、最
長
65
歳
に
達
す

る
月
ま
で
と
す
る
。（
最
短
10
年
）

（
３
）�月
返
還
額
は
、原
則
５
、０
０
０
円

以
上
と
す
る
。（
特
殊
事
情
は
、協

議
す
る
）

３　

作
文
募
集
事
業

第
４　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

�

（
そ
の
他
事
業
）

１　

地
区
活
動
の
充
実

２　

地
区
交
通
安
全
独
自
活
動
へ
の
支
援

３　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
５　

管
理
事
業（
法
人
会
計
）
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

�

「
道
民
の
集
い
」

４
月
５
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
前
庭
で
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
「
道
民
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
本
年
最
初
の
交
通
安
全
運
動

期
間
に
先
駆
け
、
多
く
の
道
民
の
皆
さ
ん
に
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
、
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
い
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
・
来
賓
挨
拶
の
後
、
元
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
岩
本
勉
さ
ん
か
ら

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
ど
も
世
代
を
代
表
し
て
札
幌
市

中
央
区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
宮
の
森
グ
ラ
ン

ド
キ
ン
グ
」
代
表
５
人
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
を
代
表
し
て
札
幌
市
内
の

「
交
通
安
全
指
導
員
」
代
表
５
人
の
計
10
名
が

元
気
に
交
通
安
全
宣
言
し
、
高
橋
は
る
み
知
事

か
ら
夜
光
反
射
材
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

「
道
民
の
集
い
」
閉
会
後
に
は
、
道
庁
赤
レ
ン

ガ
東
門
周
辺
に
お
い
て
、
の
ぼ
り
旗
や
手
旗
を

持
っ
て
「
旗
の
波
」
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
な

ど
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日 

�

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
み
ん
な
で
守
る
交
通
ル
ー
ル
〜

４
月
10
日
、

札
幌
駅
北
口

交
番
前
で
、

「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」
の

周
知
と
交
通

事
故
の
減
少

を
図
る
た
め

「
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
Ｉ

Ｎ
北
」
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。主

催
者
挨
拶
の
後
、
札
幌
市
北
区
の
「
茨
戸

メ
リ
ー
幼
稚
園
」
代
表
園
児
２
名
が
元
気
に
交

通
安
全
宣
言
し
、
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
前
歩
道
上

及
び
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
に
分
か
れ
街
頭
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
で
は
、「
死
亡
ゼ
ロ
」
に
ち
な
ん
だ

「
脂
肪
分
ゼ
ロ
」
の
啓
発
物
を
配
布
し
、「
ゼ
ロ

の
日
」
の
周
知
と
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
ま
た
、

自
転
車
利
用

者
へ
の
「
自

転
車
安
全
グ

リ
ー
ン
カ
ー

ド
」
を
活
用

し
た
啓
発
も

実
施
し
、
自

転
車
の
交
通

秩
序
の
整
序

化
と
自
転
車

の
安
全
利
用

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

道
民
交
通
安
全
の
日
街
頭
啓
発

４
月
15
日
、
道
交
通
安
全
協
会
周
辺
で
、
道

民
交
通
安
全
の
日
の
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た
。交

通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
が
主
体
と
な

り
、
交
通
安
全
旗
等
で
道
行
く
人
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら
毎
月
15
日
を

道
民
交
通
安
全
の
日
と
定
め
、
道
民
総
ぐ
る
み

で
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
行
事
に
参
加
す
る

等
、
日
常
の
中
に
交
通
安
全
意
識
が
定
着
す
る

よ
う
に
、
旗
の
波
運
動
等
の
街
頭
啓
発
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
ル・セ
ー
フ
テ
ィ 

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
出
発
式

４
月
19
日
、
大
通
公
園
で
、
自
転
車
利
用
者

の
交
通
事
故
、
迷
惑
行
為
の
防
止
の
ほ
か
、
交

通
ル
ー
ル
の
周
知
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た

め
、
サ
イ
ク
ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
と
し
て
自
転
車
安
全
日
「
自
転
車
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
」
街
頭
啓
発
・
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
発
式
は
関
係
団
体
の
ほ
か
、
ツ
ー
ル
・

ド
・
北
海
道
協
会
等
に
協
力
い
た
だ
き
、
自
転

車
利
用
者
に
対
す
る
運
転
マ
ナ
ー
等
の
安
全
指

導
や
自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
配
布
、
自
転
車

の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
自
転
車
利
用
者
の
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今点けて！　まだ明るいは　もう暗い
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自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第
１
・
第

３
金
曜
日
の
「
自

転
車
安
全
日
」
に
、

札
幌
市
内
各
地
で

啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、

交
差
点
等
に
お
い

て
、
警
察
官
や
各

関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
等
に
よ
り
歩
道
走
行

そ
の
他
違
法
行
為
を
し
て
い
る
自
転
車
に
対
す

る
指
導
警
告
や
自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
取
付

け
及
び
夜
光
反
射
材
の
貼
付
を
実
施
し
、
自
転

車
利
用
者
の
交
通
事
故
の
防
止
や
交
通
ル
ー
ル

の
周
知
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◦
５
月
17
日　

‌�

札
幌
市
北
区
北
18
条
西
６
丁
目

交
差
点

◦
６
月
７
日　

琴
似
ダ
イ
エ
ー
前
交
差
点

◦
６
月
21
日　

‌�

西
友
元
町
北
二
十
四
条
店
前
交

差
点

啓
発
資
材
の
提
供春

の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
合
わ
せ
て
、
日
本
ク

ラ
フ
ト
フ
ー
ズ
㈱
様
か
ら

ガ
ム
の
提
供
が
あ
り
、
各

地
区
交
通
安
全
推
進
協
議

会
等
を
通
し
て
、
主
に
交

通
安
全
啓
発
時
に
配
布
し
、

住
民
に
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

お年寄り　孫のお手本　いい横断

【寄附金】
■寄附（4口）敬称略�

住　所 団　体　名 金額（円）
３月 石狩市 中村照男 8,500 

４月 栗山町 継立交通安全母の会 34,974 
札幌市 植村泰也 2,000 

５月 石狩市 中村照男 8,500 

■募金（3口）敬称略	 �
住　所 団　体　名 金額（円）

５月
岩見沢市 一般社団法人 空知建設業協会 239,000 
函館市 函館ドレスアップカー愛好会 2,678 
石狩市 石狩市花川南交通安全母の会 100,000 

【一般募金】
■羽根募金（2口）敬称略�

団　体　名 金額（円）

３月 羽幌町交通安全運動推進協議会 35,952 
滝川市交通安全母の会連絡協議会 41,664 

■箱募金（1口）敬称略	 �
団　体　名 金額（円）

５月 株式会社光映デイライトゴルフプラザ 1,890

交通遺児に愛の手を!
ありがとうございました。

特例奨学金【給付金付き】制度 ― 平成25年4月1日スタート ―
対　象　者

交通事故が原因で保護者を亡くしたり、重度の後遺障害が残
った保護者のお子さんで、他の機関・団体等から奨学金の貸付
を受けていない生徒・学生

奨 学 金 額
奨学金は、下表のとおりで無利子貸付

対象学生／奨学金種別 普通奨学金（月額） 入学奨学金
中学生、
中等教育学校生（前期課程）

10,000円から
20,000円の選択制 無　し

公立高等学校生、
中等教育学校生（後期課程）、
高等専門学校生

10,000円から
30,000円の選択制 100,000円

専修学校生 10,000円から
40,000円の選択制 150,000円

私立高等学校生 10,000円から
40,000円の選択制 250,000円

専修学校生（専門課程） 10,000円から
40,000円の選択制 250,000円

返　　　還

特例奨学金【給付金付き】の主な内容
●�貸付を受けた奨学金の70％返還時、残り30％を給付し

返還を完了する
●返還期間は、最長65歳に達する月までとする【最短10年】
●�月返還額は、原則5,000円以上とする【特殊事情は、協

議する】

申し込み方法
在学する学校長を経由し、公益社団法人北海道交通安全推進
委員会まで申込時必要な書類の様式等は、本委員会 HP

【http://www.slowly.or.jp】を参照下さい

申し込み期間
随時受付しておりますのでご相談下さい

お問い合わせ・相談は、「事業担当グループ」
TEL.011（221）6666まで

５月９日 
一般社団法人
空知建設業協会

５月30日 
石狩市花川南

交通安全母の会
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宗
谷
管
内
の
「
中
頓
別
町
」
は
北
緯
45

度
に
位
置
し
、
酪
農
を
基
幹
産
業
と
す
る

人
口
約
１
、９
０
０
人
の
町
で
す
。
明
治

31
年
年
頃
に
発
見
さ
れ
た
砂
金
に
よ
る
ゴ

ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
は
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

ペ
ー
チ
ャ
ン
川
砂
金
堀
体
験
場
で
は
７

月
20
日
か
ら
８
月
25
日
ま
で
砂
金
堀
が
無

料
で
体
験
で
き
、
愛
好
家
や
体
験
観
光
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

町
の
南
の
入
口
で
あ
る
小
頓
別
地
区
の

国
道
沿
い
に
建
つ
国
指
定
登
録
有
形
文
化

財
『
旧
丹
波
屋
旅
館
和
館
・
洋
館
』
は
和

洋
折
衷
様
式
で
大
正
初
期
建
築
か
ら
長
年

に
わ
た
り
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

町
の
北
側
に
位
置
す
る
北
海
道
指
定
天

然
記
念
物
『
中
頓
別
鍾
乳
洞
』
は
国
内
で

も
珍
し
く
、
１
０
０
０
万
年
前
頃
の
貝
化

石
に
よ
る
石
灰
岩
で
形
成
さ
れ
て
い
る
鍾

乳
洞
で
す
。
ま
た
、
広
場
正
面
の
傾
斜
地

一
面
に
植
え
ら
れ
た
芝
桜
は
六
月
初
旬
に

見
ご
ろ
を
迎
え
、
夜
桜
見
学
の
期
間
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
芝
桜
に
多
く
の
見
物

客
が
足
を
運
び
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
取
り
組
み

中
頓
別
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
で
は
、

町
地
域
生
活
安
全
協
会
、
警
察
署
、
交
通
指

導
員
会
等
協
力
の
も
と
、町
内
を
通
る
国
道

沿
い
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
夏
期
交
通
安

全
週
間
は
町
認
定
こ
ど
も
園
こ
ぐ
ま
ク
ラ

ブ
、
秋
期
交
通
安
全
週
間
に
は
農
協
青
年

部
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
参
加
し
て
ド

ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
に
は
歳
末
啓
発
と
し
て
町

内
事
業
所
訪
問
を
実
施
し
、
交
通
安
全
の

呼
び
か
け
と
、
飲
食
店
に
は
飲
酒
運
転
防

止
の
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
、
事
故
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

幼
児
、児
童
及
び
高
齢
者
の 

�

事
故
防
止
活
動

認
定
こ
ど
も
園
で
は
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
運
動
会
で
の
交
通
安
全
競
技

や
街
頭
啓
発
へ
の
参
加
な
ど
継
続
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

児
童
へ
の
取
組
み
で
は
新
入
学
児
童
と

そ
の
父
母
を
訪
問
し
、
交
通
安
全
推
進
協

議
会
、地
域
生
活
安
全
協
会
、駐
在
所
か
ら

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
メ
ト
ロ
帽
子
、
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
等
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
が
実
施
す
る
青
空
教
室

に
連
携
し
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
死
角
体
験

や
、
町
内
で
の
街
頭
指
導
（
低
学
年
は
徒

歩
、
中
学
年
以
上
は
自
転
車
）
の
実
施
に

よ
り
自
転
車
の
マ
ナ
ー
向
上
と
交
通
安
全

意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
中
頓
別
駐
在
所

と
連
携
し
て
交
通
安
全
講
話
を
実
施
し
、

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
高
齢
者

教
室
『
寿
大
学
』
で
は
学
習
会
に
交
通
安

全
講
話
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
に
お
い
て
、
交
通
安
全
に
関

す
る
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ 

�

４
０
０
０
日
を
目
指
し
て

本
年
５
月
３
日
に
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

３
５
０
０
日
達
成
し
た
こ
と
を
記
念
し
、

町
民
、
町
内
事
業
所
、
団
体
等
か
ら
多
数

の
参
加
の
も
と
５
月
16
日
に
町
民
交
通
安

全
大
会
を
開
催
。

自
ら
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な

い
よ
う
に
努
め
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
更

新
に
向
け
て
町
民
総
意
で
取
り
組
ん
で
い

く
意
識
が
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
町
民
の
方
か
ら
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
４
０
０
０
日
を
祈
願
し
て
折
ら
れ

た
千
羽
鶴
が
寄
贈
さ
れ
、
役
場
町
民
ホ
ー

ル
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あの道　この道　慣れた道 安全確認　もう一度

中
頓
別
町

（
宗
谷
総
合
振
興
局
）

①

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
５
０
０
日
達
成

小学校青空教室への支援

北海道交通安全推進員による夜光反射材の実演会を実施
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白馬堂印刷株式会社は59年という“時”を経て、
2014年には、おかげさまで60周年を迎えます。

地域交通安全実践活動ニュース
釧路町「交通事故死ゼロを
目指す日」の街頭啓発
� 釧路地区交通安全推進協議会
釧路町は、４月10日の「交通事故死ゼ

ロを目指す日」に町職員や釧路町商工会
関係者50名が参加して交通安全街頭啓発
を実施しました。
開会にあたり鈴木光彦町総務部長が

「交通事故を一件でもなくし、事故によ
る犠牲者を一人でも少なくするため、子
どもと高齢者の交通事故防止、自転車の
安全利用の推進、シートベルト着用を重
点として、交通安全運動の取り組みを推
進していきたい」と佐藤廣高町長のメッ
セージを代読しました。
続けて釧路警察署交通第一課の加藤貴

公課長と釧根地区トラック協会の佐渡繁
良業務課長が交通事故防止に向けた挨拶
をしました。
開会式後参加者は、国道44号で「交通

安全」の旗の波や「交通事故死ゼロを目
指す日」の看板をたて行き交う人々やド
ライバーに交通安全を呼び掛けました。
釧路町は、この交通安全街頭啓発を毎

年春の交通安全運動に合わせて行ってい
ます。

高
齢
者
の
目
線
に
合
わ
せ
て

寒
い
日
が
続
き
雪
解
け
が
遅

か
っ
た
上
川
地
区
も
、
４
月
に
入

っ
て
か
ら
歩
道
の
雪
も
す
っ
か

り
な
く
な
り
、
外
出
す
る
お
年
寄

り
の
姿
を
見
か
け
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お

年
寄
り
が
、
安
全
に
帰
宅
で
き
る

よ
う
に
と
い
つ
も
願
っ
て
い
ま

す
。今

年
も
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
教
室
が
始
ま
り
ま

し
た
。
上
川
地
区
交
通
安
全
推

進
協
議
会
が
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
を
推
進
し
て
以
来
、
直
接

高
齢
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
間
10
回
程
度
、
約
５
０
０
名
の

高
齢
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

私
は
、
教
室
で
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
参
加
者
の
目
線

に
合
わ
せ
た
説
明
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
具
体
的
に
一
つ

め
と
し
て
、
参
加
者
の
身
に
な
っ

て
説
明
す
る
こ
と
で
す
。
眼
や

耳
の
不
自
由
な
方
に
配
慮
す
る

こ
と
で
す
。
話
し
始
め
と
掲
示

す
る
と
き
、「
聞
こ
え
ま
す
か
。」、

「
見
え
ま
す
か
。」
と
、
確
認
し
て

い
ま
す
。
二
つ
め
と
し
て
、「
家

に
帰
っ
て
か
ら
、
何
々
を
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
、
お
願
い
す
る
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
で

す
。
参
加
者
に
し
て
ほ
し
い
こ

と
は
、
実
際
に
そ
の
場
で
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
夜
光

反
射
材
を
靴
に
貼
っ
て
も
ら
い

た
い
場
合
は
、
時
間
を
十
分
確
保

し
て
、
丁
寧
に
貼
り
方
の
説
明
を

行
い
、
一
人
ひ
と
り
に
貼
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
が
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
高
齢
者

の
目
線
に
合
わ
せ
た
高
齢
者
に

優
し
い
交
通
安
全
教
室
を
心
が

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上川地区

飯森　　修

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
自
ら
が

被
害
者
に
な
る
と
と
も
に
、加
害

者
と
も
な
る
車
社
会
に
お
け
る

解
決
策
は
見
い
だ
せ
る
の
か
？

４
月
10
日
か
ら
十
勝
総
合
振
興
局
で

は
本
年
度
重
点
事
業
と
し
て
、
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
「
呼
び
か
け

宣
言
」
を
普
及
す
る
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
家
族
や
友
人
が

運
転
す
る
時
に
「
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め

に
ね
！
」
や
「
運
転
中
は
よ
そ
見
を
し
な

い
で
ね
！
」
な
ど
と
呼
び
か
け
、
少
し
で

も
事
故
を
減
ら
す
取
組
み
で
す
。

管
内
全
市
町
村
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動

と
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
警
察
の

方
々
と
一
緒
に
戸
別
訪
問
し
、
宣
言
趣

旨
に
賛
同
を
得
て
１
、０
０
０
人
以
上
を

秋
ま
で
に
募
る
予
定
で
す
。

そ
の
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、
戸

別
訪
問
し
た
お
宅
で
宣
言
書
を
い
た
だ

い
た
お
爺
ち
ゃ
ん
が
何
と
90
歳
超
！
の

現
役
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
こ
と
で
し
た
。

車
好
き
な
の
か
、
乗
っ
て
い
る
の
が
□

△
Ｇ
Ｔ
（
型
式
は
古
い
）
で
か
な
り
飛
ば

し
屋
風
、
車
が
な
い
と
買
い
物
も
行
け

な
い
と
意
気
軒
昂
な
様
子
…
び
っ
く
り

で
し
た
。
一
応
、
運
転
は
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
と
伝
え
ま
し
た
が
…
。

少
子
化
の
影
響
で
運
転
免
許
保
有
者

の
高
齢
化
率
が
高
く
な
り
、
運
動
機
能
、

視
力
等
の
能
力
も
衰
え
る
中
、
咄
嵯
の

事
故
回
避
が
遅
れ
、
加
害
者
、
被
害
者
と

な
る
確
率
が
若
者
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
音
更
町
で
は
地
域

の
足
と
し
て
コ
ミ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

い
て
、
役
場
、
コ
ミ
セ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
等
生
活
に
必
要
な
場
所
を

定
期
運
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
確
立
さ
れ
、

利
用
者
も
増
え
て
定
着
し
っ
つ
あ
り
ま

す
。高

齢
者
が
車
に
頼
ら
な
く
て
も
生
活

が
で
き
る
環
境
（
イ
ン
フ
ラ
、
メ
ン
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
等
）
整
備
が
進
む
こ
と
で
、

「
事
故
を
起
こ
す
」、「
事
故
に
あ
う
」
こ

と
が
少
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

十勝地区

上田　一視

交通安全推進員の声
新任
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

４月
1000日▶�礼文町

  500日▶�士別市、深川市、

厚沢部町、恵庭市

  300日▶�美唄市

５月
3500日▶�中頓別町

1500日▶�乙部町

1000日▶�秩父別町、福島町

  700日▶�様似町、幌加内町、

広尾町

  500日▶�天塩町、苫前町

６月
（６月末日までの予定を含む）

1000日▶�浜中町、上砂川町

  700日▶幌延町、和寒町

  500日▶�豊浦町、網走市、

稚内市

  300日▶�赤平市、砂川市、

紋別市

  200日▶�北見市、帯広市

４月15日、石別小学校で交通安全教室が行
われ、１年生から６年生までの児童が参加し
ました。警察官の方に交通安全について講話
をいただいた後、ミニ信号機が設置された学
校周辺の道路を実際に歩き、正しい交通ルー
ルについて学習しました。児童たちは、今回
の経験を生かして、交通事故に遭わないよう、
決意を新たにしていました。

４月８日（月）夕張市立ゆうばり小学校で
入学式が行われ、正面玄関前において夕張警
察署・空知地区交通安全推進協議会・交通安
全関係団体が入学式に出席する児童に交通安
全啓発用品（ポケットティッシュ、マスコッ
トキーホルダー反射材付き）を配り、交通事
故防止を呼びかけました。

渡島地区..................................... 北斗市 空知地区..................................... 夕張市

中頓別町では2003 年 10月４日以来続く交通事故死ゼ
ロ連続３,500日達成を記念し、町民交通安全大会を2013
年５月16日に開催しました。大会では中頓別町に対し北海
道知事感謝状及び公益社団法人北海道交通安全推進委員
会の表彰状が伝達され、連続４,000日達成に向けて誓いを
新たにしました。又「中頓別保育所こぐまクラブ」を始めとした
町内の交通安全推進の関連３団体へ町長からの感謝状が贈
呈されました。最後に交通安全推進員により「夜光反射材着
用効果実演会」を実施し、夜光反射材活用を訴えました。

当別町では、昨年「秋の交通安全運動・セーフテ
ィーコール」と町内にある当別高校が取り組んでいる
「交通安全キャンペーン」を合同で実施いたしました。
街頭啓発では、高校生による事故防止メッセージ

や鉢花と手作りクッキーなどを配布し、交通安全指導
員、地域住民の協力のもと安全旗のよる「旗の波」
の実施による交通安全の呼びかけをいたしました。
本年度も若い力と共に活動を続けていきます。

宗谷地区.................................. 中頓別町 石狩地区..................................... 当別町


